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問題と目的

小学校 年と中学校 年の計 年間にわたり，

系統性・体系性のある教育課程を編成し， 年間

の教育目標を設定する小中一貫校には，施設一体

型・施設隣接型・施設分離型という つのタイプ

がある。高坂他（ ・ ・ ）は，施設一

体型の小中一貫校と非一貫校の比較をおこない，

適応や精神的健康，レジリエンス，ソーシャル・

サポートなどに関する検討をおこなってきた。

本研究では， 年度から開始した縦断調査の

初年度のデータにもとづき，リーダーシップに関

して小中一貫校（施設一体型）と非一貫校を比較

することを目的とする。

方 法

調査対象者 施設一体型小中一貫校 9 校 1,308
人，非一貫小学校 17 校 1,469 人，中学校 7 校 2,370
人

調査内容 リーダーシップ：上村・鹿嶋（ ）

を参考にしながら，「主体性」仲を取り持つ」「主

張性」の 下位尺度（ 項目ずつ）を独自に作成

した。

結果と考察

リーダーシップに関する 下位尺度得点につい

て，学校形態（ ×学年 の 要因の分散分析を

おこなった。全ての下位尺度について有意な交互

作用が認められたため，単純主効果検定を行った。

主体性については， 年生・ 年生では一貫校の

方が得点は高いが， 年生・７年生では非一貫校

の得点が高くなっていた（ 。仲を取り持

つについては， 年生では一貫校の方の得点が高

かったが， 年生では非一貫校の方が得点は高か

った（ 。主張性については， 年生・

年生・ 年生において，非一貫校の方が一貫校よ

りも得点が高かった（ 。

以上の結果から， 年生の段階ではリーダーシ

ップは一貫校の方が高かったが， ～ 年生になる

と非一貫校の方がリーダーシップの得点が高くな

り， ・ 年生では一貫校と非一貫校の差がほとん

ど見られなくなる傾向にあることが明らかになっ

た。このことから，一貫校と非一貫校における学

校制度の違いが児童・生徒のリーダーシップに影

響を与えている可能性が示唆されたといえよう。

一貫校は， 年生から 年生までの学年構成に

なっており，非一貫校のように小学 年生から

年生，中学 年生生から 年生という区分がない。

そのために，一貫校においては，小学校の高学年

にあたる児童が，上級生として活動したり，役割

を担うという経験が少なくなるということが知ら

れている。そのことがリーダーシップの発達に影

響しているのではないかと考えられる。

「主体性」得点の平均値

「仲を取り持つ」得点の平均値

「主張性」得点の平均値
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問題と目的

施設一体型小中一貫校は非一貫校と異なり，基

本的に小学校段階から中学校段階にかけて対人関

係が継続することになる。このような学校形態の

違いによって，子どもの精神的健康や学校適応に

差がみられることが示されてきた。

そこで，本研究では 年度から開始した縦

断調査の初年度のデータにもとづき，精神的健康

や学校適応の総合的な指標である共同体感覚に関

して小中一貫校（施設一体型）と非一貫校を比較

することを目的とする。

方 法

調査対象者 施設一体型小中一貫校 校 人，

非一貫小学校 校 人，中学校 校 人

調査内容 小学生版共同体感覚尺度：髙坂（ ）

の小学生版共同体感覚尺度を使用した。この尺度

は「貢献感」（ 項目），「所属感・信頼感」（ 項目），

「自己受容」（ 項目）の 下位尺度で構成されて

いる。

結果と考察

小学生版共同体感覚尺度 3 下位尺度得点につい
て，学校形態（2）×学年（6）の 2 要因の分散分析を
おこなった。全ての下位尺度について交互作用が

認められたため，単純主効果検定を行った。

「貢献感」については， 年では一貫校の方が

得点は高いが， 年では非一貫校の得点の方が高

かった（ 。また，一貫校では， 年が

年， 年， 年， 年よりも高く， 年は 年より

も高かった。非一貫校では， 年， 年， 年，

年が 年よりも高かった。「所属感・信頼感」では，

年と 年で一貫校よりも非一貫校の方が高かっ

た 。また，一貫校では 年が 年より

も高く，非一貫校では 年， 年， 年， 年が

年よりも高かった。「自己受容」では， 年では一

貫校の方が非一貫校の高く， 年では非一貫校の

方が非一貫校よりも高かった（ 。また，

一貫校では 年が他の学年よりも高く， 年が

年よりも高かった。非一貫校では， 年・ 年が他

の 学年よりも高く， 年は 年・ 年よりも高か

った。さらに 年は 年よりも高かった。

以上から，共同体感覚は一貫校，非一貫校にか

かわらず， 年を最高として，学年があがるごと

に低下していき， 年または 年を底として， 年

で上昇する傾向がみられた。しかし，非一貫校で

はその低下の程度が緩やかであるのに対して，一

貫校では 年から急激に低下することが示された。

今後は，このような変化の傾向の差異の背景を

明らかにしていく必要がある。

｢貢献感｣得点の平均値

｢所属感・信頼感｣得点の平均値

｢自己受容｣得点の平均値
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